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木
村
鉦
段
、
岡
田
米
山
人
、
僧
少
林
、
濱
田
杏
堂
、
十
時
梅
崖
等
と
共
に
、
嘗
時
の
大
阪
で
、
そ
の
令
名
を
謳
わ
れ
た
菅
甘
谷
の
門
下

の
儒
者
に
、
細
合
半
齊
と
言
う
人
が
あ
る
。

半
齊
、
享
保
十
二
年
(
1
7
2
7
)

に
京
都
の
愛
宕
に
生
ま
れ
、
享
和
―
―

は
近
世
稀
に
見
る
學
者
で
、
緑
學
と
か
史
學
、
或
は
、

え
て
い
て
、
数
多
く
の
著
述
と
秀
れ
た
詩
品
と
を
今
日
に

半
齊
は
、
初
め
離
と
言
っ
た
が
、
晩
年
は
方
明
と
稲
し
た
。

、、ー

(
1
7
7
0
)
 

は
麗
王
、
別
に
斗
南
、
大
乙
翼
人
、
大
盆
居
士
、
雲
山
人
と

一
般
に
は
八
郎
右
術
門
斗
南
と
言
っ
た
。
そ
の
出
生
地
は
、
従
束
か
ら
京
都
或
は
伊
勢
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、

書
か
れ
た
「
合
子
家
集
小
草
初
筐
」
の
鳴
鳳
の
序
並
び
に
そ
の
集
の
自
序
等
を
参
勘
す
れ
ば
、

薔
合
子
之
先
出
自
伊
勢
、
雖
父
始
家
子
京
、
離
生
十
有
直
而
寓
浪
華
。
（
自
序
）

と
言
う
よ
う
に
、
元
末
、
細
合
家
は
伊
勢
の
阿
曲
郡
江
島
に
あ
っ
た
か
、
父
親
の

に
就
て
陳
べ
て
お
こ
う
と
思
う
。 〇

細

合

半

齊

忘
れ
ら
れ
た
上
方
の
填
詞
作
家
に
つ
い
て
日

の

の

(
1
8
0
3
)

、

の
時
代
に
な
っ
て
、
京
都
の
愛
宕
に
来
た
こ
と
が

享
年
七
十
七
歳
で
、
京
都
で
歿
く
な
っ
た
が
、
か
れ

11
に
精
通
し
、
極
め
て
深
い
學
識
と
特
異
な
オ
覺
と
を
兼
ね
備

て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
漠
詩
の
作
品
の
中
か
ら
填
詞
を
選
び
、
そ
れ

水

原

忘
れ
ら
れ
た
上
方
の
填
詞
作
家
に
つ
い
て
曰

渭

．

江

一
八

明
和
十
年



忘
れ
ら
れ
た
上
方
の
瑣
詞
作
家
に
つ
い
て
曰

光
炭
似
玉
容
。

南
祠
子
第

淡
骰
如
山
貸
、

阻
豆骨はた肌

の
き
め
も
こ
ま
か
く
て

お
も

か
と
思
う
そ
の

さ
て
、
そ
れ
ら
の

の
中
で
、
填
詞
、
か
牧
め
ら
れ
て
い
る
の
は

「
逝
川
集
」
、

判
る
。
方
紀
が
上
京
し
て
束
た
そ
の
間
の
事
情
は
、
こ
れ
ま

先
す半
齊
が
方
紀
と
一①
 

歳
の
頃
で
あ
っ
て
、
阪
園
學
派
の
甘
谷
の
門
に
入
っ
た
の
は
、

逝
川
集
、

二
十
歳
前
の

で、

一
倦
の
う
ち
第
二
巻
と
第
三
巻
と
に
見
ら
れ
る
。

等
十
数
巻
を
敷
え
る
事
が
出
末
る
。

半
齊
の
太
乙
閣
の
に
於
け
る
著
作
に
は
、
三
十
二
種
ば
か
り
あ
っ
て
、
次
の

周
易
諒
統
、
書
説
統
、
諒
統
、
論
語
腐
嶺
、
孝
緑
間
旨
、
三
緑
二
義
、
淡
水
集
、
詩
間
、
百
家
詩
話
抄
、
清
勝
具
、
築
府
節
律
、
三
逸

稿
、
青
山
集
、
選
胴
鼎
束
、
南
遊
獨
澁
、
南
遊
集
、
東
遊
集
、
北
遊
集
、
小
箪
初
位
、
誹
風
集
巻
）
、
後
誹
風
集
谷
）
、
學
半
齊
文
集
、

（
 

（
 

合
子
天
明
後
鼠
（
麟
）
、
麿
放
言
（
謬
）
、
白
山
集
、
日
本
名
勝
詩
選
（
疇
）
、
（
這
）
、
東
遊
別
志
（
長
）
、
指
印
補

）
、
和
璽
暑
、

巻

正（ニ
あ
る
。
と
こ
ろ
て
、
こ
れ
ら
の

一
九

家
を
攀
げ
て
京
都
で
過
し
た
。

の
氣
象
等
に
駆
ら
れ
て
の
結
果
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
方
紀
は
京
都
に
来
て
そ
の
後
間
も
な
く
、
町
家
の
柿
沼
家
の
娘
を
要
り
、

子
を
も
う
け
た
が
、
そ
れ
が
こ
の
半
齊
で
あ
る
。
~

に
大
阪
に
束
た
の
は
、
前
掲
因
の
自
序
と
か
京
都
の
専
修
寺
内
に
樹
つ
墓
碑
の
銘
文
に
も
見
え
る
よ
う
に
、
十
五

⑤
 

で
あ
る
。

そ
う
し
て
、

(
1
7
6
4
)

ま
で
、
前
後
凡
そ
二
十
年
の
長
ぎ
に
亘
つ
て
、
そ
の
門
に
い
た
。
甘
谷
の
歿
後
は
、

學
を
高
く
標
榜
し
て
、
學
半
齊
と
稲
す
る
學
間
絡
を
開
い
て
、
専
ら
後
學
の
数
育
に
努
め
た
り
し
た
。
そ
の
中
か
ら
は
、
僧
雪
縁
と
か
混

R
 

沌
祉
の
高
木
東
陽
等
が
輩
出
し
た
。
半
齊
が
塾
を
開
い
て
、
そ
の
學
間
を
大
阪
の
町
人
に
解
放
し
た
期
間
は
、
前
後
二
十
年
間
で
、

以
後
の
十
七
年
間
は
、
最
も
騎
望
し
て
い
た
張
庵
か
歿
く
な
り
も
し
た
の
で
、

そ
れ

甘
谷
の
歿
く
な
る
明
和
元
年

い
ち
早
く
消
朝
最
新
の
學
問
で
あ
る
考
證

で
は
な
い
が
、
恐
ら
く
、
家
庭
の
窮
迫
し
た
事
情
及
び
自
己
の
進
取



こ
の
詞
は
ま
た
、
裳
去
華
、
用
玉
且
の
句
に
因
ん
で
、
蹄
字
謡
或
は
十
六
字
令
と
も
言
う
。
一
・
同
七
・
三
・
五
字
の
四
句
三
平
韻
か
ら
な
っ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ど
う
し
た
事
か
、
第
二
句
が
二
字
跛
け
て
い
る
。
こ
れ
は
版
刻
の
際
に
誤
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
第
二
句
孟
花
飛
屋
角

鈴
ク
は
、
平
平
仄
仄
平
で
あ
る
か
ら
、
上
二
字
が
映
け
て
い
る
詞
で
あ
る
。
韻
は
最
初
の
一
字
句
の
醒
、
第
二
句
の
鈴
、
末
句
の
饂
で
、
夫
々
、

平
啓
の
青
韻
で
あ
る
。

（
咎
―
-
）

空
設
碧
紗
檻
。

無
禽
到
。

醒゚

貪
ご
一
）

桐
下
約
宋
従
。

、上力
A

り

わ
れ
ひ
と
り

さ醒
め
ぬ
れ
ば

は

な

ち

の

き

花
は
散
り
ゆ
く
軒

こ
の
祠
の
築
名
は
、
犯
令
欽
の
「
敦
坊
品
」
に
見
え
る
。
こ
の
調
に
は

23
字
26
字
の
車
調
と

52
字
53
字
54
字
の
雙
調
と
が
あ
る
。
軍
調
の
場
合
は
、

す
べ
て
平
以
で
あ
る
が
、
唸
調
の
場
合
は
、
平
韻
と
仄
韻
と
の
二
種
が
あ
る
。
こ
の
詞
は
温
庭
綺
の
句
に
因
ん
で
、
春
宵
曲
と
言
い
、
ま
た
、
張

記
の
員
捲
水
品
炭
額
、
及
び
，
鷲
破
碧
肥
残
夢
＇
と
言
う
句
か
ら
採
っ
て
、
水
晶
炭
と
か
碧
閤
夢
と
も
言
う
。
な
お
こ
の
外
に
、
十
愛
詞
、
風

謀
令
、
窪
各
雲
、
悟
南
梧
、
望
裟
川
、
酔
厭
厭
、
断
腸
磐
と
も
言
う
。

こ
の
詞
は
、
五
•
五
•
五
•
五
・
三
字
の
五
句
三
平
韻
か
ら
な
っ
て
い
て
、
韻
は
平
磐
の
冬
韻
で
あ
る
。

の み
ぬ

忘
れ
ら
れ
た
上
方
の
虞
詞
作
家
に
つ
い
て

H

―1
0
 



忘
れ
ら
れ
た
上
方
の
坦
詞
作
家
に
つ
い
て

盆
竺
一
）

殷
勤
欲
語
同
心
結
。

祖
帯
風
香
漏
緑
池
。

折
束
愁
紹
醐
中
絲
゜

争
蓋
芳
梢
月
出
時
。

采
蓮
曲

此
際
欲
窺
帥
在
虞
、

（
巻
二
）

洞
庭
明
月
忍
中
音
。

湘
水
深
゜

蒼
梧
竹
色
涙
痕
侵
゜

湘
水
深
゜

（→ 

し
よ
う
す
い
ふ

湘
水
深
く

し
よ
う
す
い
ふ
か

湘
水
深
し

そ

う

ご

た

け

か

げ

ふ

か

蒼
梧
の
竹
影
濃
く
し
て

か

み

と

こ

る

女
帥
の
い
ま
す
虜
と
か

ぶ
め
と
3

お

と

ど

う

て

い

つ

さ

夢
醒
め
ば
忍
も
か
な
し
洞
庭
の
月

て

か

げ

る
手
に
月
光
う
け
て

い
と
む
す

の
絲
結
びつぐ

9
2
 .w,.-
，＇ 

わ
が
同
心
結
を
語
る
か
ぞ

み

ど

り

お

び

こ

る

も

縁

る

響

と

招

の

か

げ

つ

こ
の
詞
は
、
一
名
滋
滋
曲
と
言
う
、
劉
萬
錫
の
誦
に
ぷ
悶
楡
深
夜
月
明
時
，
と
国
う
句
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
因
ん
で
、
こ
の
調
を
涵
満
曲
と
言
う
。2

27
字
の
五
旬
四
平
韻
か
ら
な
る
小
令
で
あ
る
。
第
一
句
と
第
二
句
は
、
壺
韻
句
で
、
劉
詞
に
ぷ
叩
水
流
。
湘
水
流
。
、
と
言
う
の
が
あ
る
の
と
同

じ
く
、
平
磐
の
條
韻
を
踏
ん
で
、
益
叩
水
深
。
湘
水
深
0

"
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
洞
底
湖
に
識
ぐ
湘
水
の
女
帥
の
祠
嘲
を
詠
ん
だ

も
の
で
あ
る
が
、
劉
氏
の
滋
滋
曲
を
換
骨
脱
胎
し
た
だ
け
で
、
何
ら
の
新
味
も
感
じ
ら
れ
な
い
。

第
三
句
の
ぷ
訂
梧
竹
色
涙
痕
鯰
、
は
、
そ
の
リ
ズ
ム
も
詩
的
で
あ
っ
て
、
詞
的
で
は
な
く
、
ま
た
、
次
句
の
ぷ
此
際
欲
窺
軸
在
虞
、
末
三
字
の

在
と
虞
は
、
同
じ
概
念
の
字
を
直
複
さ
せ
て
い
て
、
饒
漫
に
過
ぎ
、
，
洞
庭
明
月
惑
中
音
<
の
末
三
字
も
、
極
め
て
幼
稚
な
表
現
で
ヽ
上
四
字
の

リ
ズ
ム
を
壊
し
て
い
る
。
と
も
か
く
、
作
者
は
洞
庭
湖
畔
か
或
は
そ
の
湖
上
に
淀
ん
だ
州
の
中
で
、
瀞
か
に
流
れ
て
来
る
二
十
五
絃
の
琵
の
音
に

無
限
の
秋
情
が
惹
き
起
さ
れ
る
［
と
で
も
言
い
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。



こ
の
よ
う
に
、
敷
こ
そ
少
い
が
、

そ
の
嘗
時
に
於
一
f

こ
の
詞
の
曲
名
は
、
ま
た
、
「
敦
坊
記
」
に
見
え
る
。
こ
の
調
に
は
、

23
字

26
字
の
車
調
と

50
字
の
雙
調
と
が
あ
る
。
こ
の
詞
は
六
・
ニ
・
三
・

七
・
ニ
・
三
字
の
六
句
か
ら
な
っ
て
い
て
、
各
句
に
韻
が
踏
ん
で
あ
り
、
第
一
旬
の
哀
と
第
二
句
の
起
は
、
上
磐
の
紙
韻
で
、
第
三
句
の
羅
は
平

整
の
歌
舶
、
第
四
句
、
第
五
句
の
路
と
荘
と
は
、
去
磐
の
遇
糾
、
末
旬
は
平
磐
の
歌
韻
と
言
う
よ
う
に
、
最
初
の
二
句
は
仄
韻
を
踏
み
、
次
は
平

韻
に
換
え
、
次
に
仄
組
に
換
え
て
二
句
踏
み
、
末
句
は
前
用
の
平
磐
の
歌
韻
を
用
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
三
度
韻
を
換
え
て
い
る
膵
で
あ
る
。

こ
の
作
品
は
半
齋
の
旗
詞
の
中
で
、
最
も
巧
緻
な
も
の
と
言
っ
て
よ
く
、
そ
の
描
嵩
は
視
覺
的
で
あ
る
。

夫
暮
。

池
消
波
。（

谷
三
）

み

ず

お

と

き

こ

水
の
音
も
聞
え
か
し

美
人
爛
郷
返
漢
路
。

の

た

に
漢
路
の
ほ
と
り
も

風
包
。

桂
悼
放
荷
花
裏
。

の
池
に
桂
悼
さ
せ
ば

あ

わ

は

お

と

淡
き
葉
ず
れ
の
音
わ
き
て

な
が

も
流
れ
ゆ
く

一
骰

こ
の
詞
の
曲
名
は
、
犯
令
欽
の
「
敦
坊
品
」
に
見
え
る
。
一
名
採
迎
子
と
言
う
。
四
句
三
平
韻
で
、

28
字
の
紹
句
慨
で
あ
る
。
丁
度
、
一
句
毎
に

和
聟
の
囃
詞
を
入
れ
た
竹
枝
の
盟
で
、
第
一
句
で
は
摩
綽

(
c
h
苛
h
a
C
)

と
囃
し
、
第
二
句
で
は
、
年
少

(
n
i
e
n
s
h
a
o
)

と
囃
し
、
第
三
句
で
は

學
悼
、
第
四
句
で
は
年
少
と
言
っ
て
、
拳
悼
年
少
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
こ
れ
は
竹
枝
と
か
女
兒
を
入
れ
た
竹
枝
の
形
式
と
同
じ
で
あ
る
。
韻
は

時
、
絲
、
池
の
平
翌
の
冬
韻
が
三
つ
、
押
韻
は
詔
句
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

第
二
句
五
折
来
愁
紹
菰
中
絲
，
の
五
腐
戸
の
二
字
は
、
孟
睛
中
絲
ク
に
は
緊
り
兼
ね
る
し
、
品
愁
紹
’
の
1

一
字
は
、
何
が
果
し
て
愁
詔
な
の
か

分
明
で
な
い
。
第
三
句
は
同
心
結
と
言
う
詞
牌
名
を
も
じ
っ
て
い
て
、
こ
れ
に
は
問
題
は
無
い
が
、
末
句
盗
g
幣
風
香
渫
緑
池
ク
と
言
う
の
は
、

や
や
表
現
が
多
岐
に
過
ぎ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
e

忘
れ
ら
れ
た
上
方
の
項
詞
作
家
に
つ
い
て

H

め
て
特
異
な
長
短
句
の
填
詞
に
ま
で
も
手
を
染
め
て
い
た
と
言
う
事
は
、
全



①註

忘
れ
ら
れ
た
上
方
の
項
詞
作
家
に
つ
い
て

J

と
が
出
来
る
。

の
が
あ
る
。
こ
れ
は

〈→

こ

き
こ
と
で
あ
っ
て
、

さ
れ
る
。
古
慨
、

の
中
に
「
築
府
節
律
」

築
府
か

る
も
の
で
あ
っ
て
、
半
齊
が
宜
に
並
々
な
ら

一
巻
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

が
墳
詞
を
作
る
原
因
と
も
な
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、

を
伶
人
町
の
宅
に
訪
ね
た
時

こ
於

t

i
l
t
 

に
及
ぶ
廣
範
な
文
學
研
究
は
、

ま
た
一
面
、

の
中
で
、

由
束
等
に
も
懃
か
ら
ず
典
味
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

三
）
に
見
ら
れ

半
齋
は
享
和
三
年
十
一
月
六
日
、
京
都
の
害
眸
吉
村
忠
良
の
宅
で
急

逝
し
た
が
、
そ
の
追
骸
は
、
底
ケ
谷
の
法
然
院
で
荼
砒
に
附
し
、
歯

骨
を
三
分
し
て
、
そ
の
一
っ
は
、
買
宗
翡
田
派
京
都
別
院
の
恵
修
寺

（
中
京
脳
河
原
町
二
條
下
ル
）
に
葬
り
、
他
は
、
大
阪
の
法
築
寺

（
東
住
吉
屈
田
遊
町
）
及
び
六
甲
山
認
の
共
同
募
地
に
分
祀
し
た
。

も
っ
と
も
、
恵
修
寺
に
葬
っ
た
と
言
う
の
は
、
江
島
で
の
所
属
の
宗

そ
れ
だ
け
を
取
っ
て
見
て
も
、

か
れ
は
日
本
雅
築
に
深
い
闘
心
を
寄
せ
、

こ
の
こ

つ
て
も
、

〈
京
都
方
、
奈
良
方
、
浪
華
方
〉
の
槃
所
の
浪
華
方
に

ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、

派
が
蹂
宗
露
田
派
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、
法
築
寺
に
葬
っ

た
と
言
う
の
は
、
こ
れ
は
半
齊
の
追
志
に
も
檬
る
の
で
あ
っ
て
、
方

義
が
そ
の
諮
砕
銘
で
、

蓋
父
先
後
師
無
其
墓
、
嘗
謀
建
之
、
未
果
而
卒
突
。
故
緻
志
而
以

合
記
焉
。

と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
半
齋
に
先
だ
ち
て
夭
折
し
た
張
廂
と
か
父

の
方
紀
の
幽
が
樹
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
際
、
雨
氏
の

の
瑣
詞
趣
味
が

り

か

で、

荒
陵
業
部
置
天
庭
、
尚
是
張
徽
曲
可
聴
。

但
恐
人
間
偲
不
得
、

れ
る
。

の

っ
た
の
で
ぱ
な
い
か
と
思
わ

の

か
曲
閥
の

あ
る
。

の

る
研
究
で
、
こ
の
種
の
研
究
が
、

延
い
て
は
、

か
れ

究
を
ぱ
る
か
に

詩
人
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
今
更
な
が
ら

の
で

お

の
研

の
研
究
の

で
あ
る
こ
と
を
併
せ
考
え
る
な

な



⑤ ④
 

⑤
 

⑤
 
分
骨
場
で
あ
っ
た
法
築
寺
に
、
三
者
併
せ
て
葬
ろ
う
と
し
た
か
ら
で

あ
っ
た
、

前
掲
の
「
合
子
家
集
小
草
初
筐
」
の
序
で
、
「
十
有
五
而
寓
浪
華
」

と
言
う
の
は
、
幽
碑
銘
八
法
槃
寺
＞
で
、
「
少
従
父
遊
大
阪
」
と
言

う
、
そ
の
時
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
甘
谷
の
門
に
入
っ
た
の
は
、
銘
文
八
法
築
寺
＞
で
「
十
七
・

八
初
學
」
と
言
い
、
「
初
筐
」
の
序
で
も
「
二
十
而
従
菅
夫
子
學
詩
、

似
欲
速
成
者
、
誹
春
恒
於
斯
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諮
文
に

捩
る
と
、
そ
の
入
門
の
歳
時
は
、
審
か
で
な
い
に
じ
て
も
、
凡
そ
ニ

十
歳
以
前
で
あ
っ
た
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。

名
は
成
孟
、
字
は
士
寅
、
東
陽
或
は
眉
壽
堂
と
抗
し
た
。
か
れ
が
甘

谷
及
び
半
齋
を
系
列
と
す
る
狙
株
學
の
信
奉
者
で
あ
っ
た
事
は
、
祖

彼
の
幽
に
詣
で
た
際
の
一
紹
、

小
雨
癖
爾
白
日
寒
、
三
田
暮
樹
幾
催
残
。
孤
碑
長
托
長
松
寺
、
猶

作
狙
採
山
上
看
゜

に
捩
っ
て
も
、
如
賓
に
窺
い
知
る
事
が
出
来
る
。

細
谷
張
附

(
1
7
6
3ー

1
7
7
5
)
、
名
は
奉
、
字
は
長
爾
、
或
は
元
逹
と

も
言
っ
た
C

迎
稲
は
三
蔀
張
廊
と
言
い
若
冠
十
八
歳
で
歿
く
な
っ

た
。
追
著
に
は
「
小
郡
詩
裏
」
一
咎
と
「
迂
園
迂
話
」
一
巻
と
が
あ
る
。

張
庵
が
歿
く
な
っ
た
の
は
、
安
永
四
年
で
、
半
齋
五
十
一
1

一
歳
の
時
で

あ
る
。
な
お
、
恩
師
帥
田
喜
一
郎
博
士
の
敦
示
に
握
る
と
、
「
小
郡

詩
嚢
」
（
豪
潤
大
學
所
蔵
~
）
に
は
、
埴
詞
敷
闘
が
収
め
ら
れ
て
い
る

由
で
あ
る
。

「
小
草
初
館
」
六
谷
の
序
に
握
る
と
、
著
作
に
「
遠
志
集
」

あ
る
と
言
う
が
、
そ
の
他
本
に
就
て
は
、
審
か
で
な
い
。

忘
れ
ら
れ
た
上
方
の
棋
詞
作
家
に
つ
い
て

H

一
牲
が

名＼

＂ノ ⑥
 

「
隠
居
放
百
」
三
怨
は
、
晩
年
を
過
し
た
京
都
時
代
の
作
品
を
集
め

た
も
の
で
、
半
齋
が
自
ら
序
を
壽
い
た
の
は
、
歿
年
の
巌
の
享
和
三

年
の
春
で
あ
る
。
こ
の
集
は
、
半
齊
の
歿
後
、
南
河
内
郡
の
佃
雪
総

等
の
提
唱
で
、
學
半
齊
の
枇
中
が
上
梓
し
た
も
の
で
、
上
谷
に
は
詩

2
8
7

首
、
中
窃
に
は
詩
1
8
1

首
を
収
め
、
下
窃
は
文
梨
で
、

78
篇
を

牧
め
て
い
る
。

最
初
は
「
寓
津
集
」
二
往
、
「
京
遊
集
」
一
咎
（
付
「
紳
風
第
」
）
、

「
北
遊
集
」
一
窃
（
付
「
白
山
集
」
）
の
四
窃
を
糧
め
て
「
小
草
」

と
題
し
た
が
、
の
ち
、
「
寓
律
集
」
三
窃
、
「
京
遊
知
」
一
咎
（
付

「
軸
風
集
」
）
、
「
北
遊
始
」
一
谷
（
付
「
白
山
集
」
）
、
「
東
遊
集
」

一
咎
の
合
計
六
谷
が
、
「
合
子
家
集
小
草
初
氏
」
六
券
と
し
て
、
安

永
四
年

(
1
7
7
5
)

に
付
刻
さ
れ
た
。
（
こ
の
「
初
筐
」
六
怨
は
、
方

紀
が
歿
く
な
る
一
年
前
に
、
半
齊
の
手
に
披
っ
て
編
話
さ
れ
て
い
た

が
、
梓
に
は
付
せ
ら
れ
な
か
っ
た
e

こ
の
「
初
仕
」
の
半
齊
の
自
序

の
後
末
に
附
け
ら
れ
て
い
る
張
廂
の
追
記
に
腺
れ
ば
、
こ
の
「
初
筐
」

が
付
刻
さ
れ
た
の
は
、
安
永
四
年
で
あ
る
事
が
判
る
。
）

「
初
筐
」
所
牧
の
「
寓
律
集
」
の
第
一
咎
に
は
、
近
骰
古
儒
を
含
め

て
76
首
、
第
二
咎
に
は
、
近
髄
古
盟
の
詩
の
外
に
旗
詞
を
含
め
て

82

首
、
第
三
巻
に
は
、
ま
た
、
填
詞
を
含
め
て

70
首
が
牧
め
ら
れ
て
お

り
、
「
京
遊
鉛
」
一
谷
に
は
、
古
閤
近
儒
の
詩
49
首
、
「
北
遊
集
」
一

咎
に
は
、
近
骰
の
詩

17
首
、
「
京
遊
集
」
一
底
門
に
は
、
古
髄
近
愉
の

諒

42
首
が
牧
め
ら
れ
て
い
る
C

「
京
遊
集
」
は
、
大
阪
に
い
た
半
戸
が
、
時
を
見
て
京
都
に
い
る
母

親
を
訪
ね
た
時
の
感
恨
を
詠
ん
だ
も
の
。

「
京
遊
集
」
の
附
録
の
「
紳
風
集
」
は
、
賓
暦
元
年

(
1
7
5
1
)

に
奈

ニ
四



忘
れ
ら
れ
た
上
方
の
瑣
詞
作
家
に
つ
い
て
日

家
は
、
嘗
時
、
村
一
番
の

R
 

ゑ
つ
は
養
父
森
蔵
の
三
女
で
あ
る
。

③
 

煙
津
は
其
後
一
娘
れ
ん
を
生
ん
で
間
も
な
く
別
家
し
て
、

こ
の
人
は
、
名
を
節
二

田
原
＞
の
繁
内
甚
兵
術
の

あ
っ
た
。
煙
津
か
藤
本
と
姓
を
改
め
た
の
は
十
九
繊
で
、
そ
の
内
室
ゑ
つ
は
十
六
歳
の
時
で
あ
っ
た
。

い
と
も
滴
洒
な
新
宅
を
構
え
た
が
、
そ
れ
は
明
治
十
年
の

た
。
生
家
の
繁
内
家
は
一
農
家
で
あ
っ
た
が
、

し

二
五

の
し
た
同
村
の
藤
本

い
、
煙
津
と
挑
し
た
。

況
周
熙
、
邦
人
で
は
木
蘇
岐
山
、
高
野
竹

大
久
保
湘
南
逹
の
菊
命
の
オ
子
、

の
義
弟
に
あ
た
る
森
川
竹
條
か

は
、
嘗
時
の
一
流
の
詩
人
が
こ
ぞ
つ
て
投
稿
し
た
も
の
で
、
中
闊
人
で

隠
、
長
尾
雨
山
等
が
い
た
。
こ
の
雑
誌
の
特
徴
と
言
え
ば
、

に
始
絡
投
稿
し
て
来
る
詞
人

ポ
で
あ
る
。
こ
の

(
1
8
4
9
)
 

て
、
詞
曲
を
極
め
て
高
く
評
似
し
て
い
た

の
作
家
が
い
た
。

は
全
く
の

①
 

一
日
、
兵
印
縣
尉
崎
の
西
田
原
村
八
腑
崎
郡
輻
崎
町
西

あ
る
。

C

、
-、
l
>

の

明
治
大
正
の
時
代
は
、

「
新
文
詩
」
を
は
じ
め
、

百
花
齊
放
の
防
代
で
、

控
紹
と
複
刊
さ
れ
て
い
た
、
そ
の
直
の

何
れ
も
妍
麗
な
詩
風
で
瀕
つ
て
い
た
。
就
中
、
詩
博
士
の

ま
た
、
森
川
竹
喉
の
よ
う
な
多
梢
の
天
才
逹
が
い
て
、

一
代
の
視
聴
を
一
門
に
集
め
て
い
た
。

の

に
は

し
て
散
る
か
の
よ
う
に
、

ロ

一
ヽ

し、

、、カ

の 0
藤

本

煙

津

良
か
ら
伊
勢
路
を
辿
り
、
江
島
を
訪
ね
た
時
の
作
品
を
集
め
た
も
の

で
あ
る
。
（
再
び
伊
勢
路
を
詣
ね
た
安
永
七
年
(
1
7
7
8
)

の
時
の
作

品
は
、
「
後
帥
風
集
」
と
題
す
る
一
谷
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
。
）

「
北
遊
集
」
は
、
一
名
「
逝
越
稿
」
と
言
い
、
賓
府
二
年
(
1
7
5
2
)

越
中
の
能
登
半
島
を
客
遊
し
た
時
の
作
品
及
び
喪
府
六
年
(
1
7
5
6
)

っ
た
詩
人
の

芹
刃
れ
な
い
程
て
あ
っ
た
し
、

に
加
質
に
遊
ん
だ
時
の
作
品
の
二
部
集
か
ら
な
っ
て
お
り
、
附
録
の

「
白
山
集
」
は
、
賽
暦
九
年
(
1
7
5
9
)

に
、
白
山
に
登
っ
た
時
の
も

の
で
あ
る
。

「
東
遊
集
」
に
は
、
賓
暦
七
年
(
1
7
5
7
)

に
奈
良
か
ら
伊
勢
を
紐
て

江
戸
に
客
遊
し
た
際
の
作
品
を
収
め
て
い
る
。



そ
の
後
ま
た
、
綸
蓋
及
び
築
刻
の
道
で
志
を
樹
て
る
．
べ
く
、
大
阪
の
上
本
町
六
丁
目
に
遷
り
、
専
ら
在
阪
の
儒
門
の
文
人
墨
客
と
交
遊
し
、

④
 

常
に
花
月
を
友
と
し
て
暮
し
た
。
上
本
町
に
い
た
の
は
、
大
正
十
四
年
の
春
ま
で
で
、
喉
頭
癌
と
診
断
さ
れ
て
以
後
は
、
故
郷
の
輻
崎
に

蹄
り
、
静
養
の
末
、
翌
年
の
大
正
十
五
年
五
月
二
十
三
日
逝
去
し
た
。

こ
の
煙
津
の
填
詞
が
「
詩
苑
」
に
見
え
る
の
は
、
そ
の
第
五
集
か
ら
で
、
そ
れ
は
大
正
二
年
三
月
以
後
の
事
で
あ
る
。
そ
の
嘗
時
は
、

煙
津
は
六
十
五
歳
で
、
か
れ
の
生
涯
か
ら
す
れ
ば
、
い
と
も
晩
年
の
事
で
あ
る
。
こ
の
人
の
填
詞
は
頗
る
情
趣
に
饒
み
●
着
想
も
奇
抜
で
、

詞
の
本
調
を
能
＜
僻
え
て
い
て
、
流
石
の
竹
礫
も
骸
目
し
た
と
言
う
の
は
肯
け
ら
れ
る
事
で
あ
る
。
煙
津
が
ど
の
よ
う
な
契
機
か
ら
填
詞

を
學
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
か
は
分
明
で
は
な
い
が
、
そ
の
頃
大
阪
で
は
、
近
藤
南
州
が
漢
學
研
究
の
傍
ら
詩
餘
研
究
會
を
開
い
て
、
填
詞
の

⑤
 

研
究
を
手
掛
け
て
い
た
り
も
し
た
の
で
、
或
は
そ
の
會
あ
た
り
で
學
ん
だ
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
煙
津
の
填
詞
四
十
五
関
（
長
調
五
、
中
調
十
一
、
小
令
二
十
九
）
は
、
筆
者
が
昭
和
三
十
八
年
に
「
藤
本
煙
津
詞
集
」
の
一
巻

に
糧
め
た
け
れ
共
、
い
ま
、
そ
の
集
の
目
録
を
學
げ
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

余
銚
歳
、
偶
得
詩
苑
若
干
部
於
家
君
書
架
中
、
而
披
閲
之
、
毎
巻
載
有
煙
津
先
生
詞
敷
闘
、
精
研
之
作
、
百
誦
不
厭
、
而
余
未
識
其
作

者
為
誰
也
。
余
頃
覧
其
遣
墨
、
聞
其
遺
事
、
始
知
其
人
、
欽
仰
禰
加
、
以
不
及
問
字
於
其
門
、
頗
為
遺
憾
、
従
是
而
後
、
歴
訪
其
戚
族

故
蒋
、
多
覧
其
墨
蓋
築
印
之
遺
作
、
詳
知
其
閲
歴
。
今
再
従
詩
苑
誌
中
、
抄
録
蒋
詞
、
輯
為
藤
本
煙
津
詞
集
一
巻
、
示
之
於
江
湖
知
音

之
徒
云
、
若
夫
先
生
學
術
淵
源
則
侯
他
日
必
嘗
新
訂
也
。

煙
津
先
生
、
名
節
二
、
放
翁
句
云
、
礎
騎
池
池
度
煙
津
、
十
里
山
村
酸
興
新
。
是
琥
所
操
。
本
姓
繁
内
、
嘉
永
二
年
五
月
、
生
於
西
播

帥
崎
郡
西
田
原
、
父
甚
兵
術
、
農
耕
為
業
、
疫
應
三
年
五
月
、
改
姓
稲
藤
本
、
姿
森
蔵
女
ゑ
つ
、
子
時
先
生
歳
十
九
、
登
憤
讀
書
、
學

有
進
境
、
後
移
居
浪
華
、
以
書
蓋
築
刻
之
文
事
、
其
名
藉
甚
、
先
生
淡
如
干
榮
利
、
居
貧
而
不
憂
、
大
正
十
五
年
五
月
、
病
而
歿
世
、

歳
七
十
八
、
姑
記
其
紐
歴
梗
概
、
以
使
閲
者
。
昭
和
三
十
八
年
十
月
、
水
原
渭
江
記
、

忘
れ
ら
れ
た
上
方
の
填
洞
作
家
に
つ
い
て

H
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木
薗
花
慢

忘
れ
ら
れ
た

以
上
の
諸
作
の
中
か
ら
、
小
令
、
中
調
、

に

つ

い

て

日 々

つ

南
何
子

梧
桐

虞
美
人

訴
衷
情

破
陣
子

長
相
思

水
龍
吟

念
奴
嬌

浪
淘
沙

浪
向
沙

続

山

深

瓶

梅

長
相
思

寒
柳

夜
雨

摸

魚

兒

秋

晩

還

郷

小
重
山

更
漏
子

踏
渉
行

西
江
月

西
江
月

江

城

子

探

栂

臨
江
仙

説

英

最

近

荷

花

巾
秋
有
感

柳

含

煙

漁

父

霜
天
院
月

探
拇

春
柳

藤
本
煙
津
詞
集
目
録

出
し
て
入
る
と
、

二
七



欽

頭

鳳

夜

雨

樹
抱
餘
霞
、

嗚
迷
落
日
。

煙
雁
迫
遥
、

香
消
酒
醒
新
寒
逼
゜

踏
沙
行
の
詞
に
は
、
5
8字
6
4字
6
6字
と
縛
調
さ
れ
た
6
5字
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
前
後
片
共
に
、
四
•
四
・
七
・
七
・
七
字
の
五
旬
三
仄
韻
か
ら

な
る

58
字
の
椴
で
あ
る
。
こ
の
詞
は
、
別
に
次
の
よ
う
に
も
言
わ
れ
る
。

平
陽
膜
、
江
南
曲
、
芳
心
苦
、
芳
洲
泊
、
度
新
聟
、
思
牛
女
、
柳
長
春
、
惜
餘
春
、
喜
朝
天
、
陽
羨
歌
、
依
眉
山
、
踏
雪
行
、
題
酔
袖
、
滸
滴
雨
。

曾
銅
と
か
陳
亮
等
の
ぷ
齢
字
＇
と
か
ぷ
霙
破
、
の
技
巧
は
、
轄
調
の
手
法
で
、
こ
れ
は

58
字
の
愉
か
ら
言
え
ば
、
髪
儒
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
詞

は
、
主
と
し
て
、
晩
秋
の
暮
景
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
給
饗
的
情
趣
の
繊
細
な
感
覺
と
歩
幻
的
な
餘
韻
は
、
極
め
て
印
象
的
で
あ
る
。

表
現
は
転
妙
で
あ
っ
て
、
そ
の
梢
恨
は
頗
る
深
い
も
の
が
あ
る
。
後
片
の
末
二
句
は
、
こ
の
上
も
な
く
消
妙
で
、
作
者
の
比
類
稀
な
オ
華
を
窺
わ

せ
る
も
の
が
あ
る
。

愁
心
難
寄
空
相
憶
。

綺
梱
秋
雨
湿
黄
昏
、

露
芸
歌
卿
。

゜

登
棲
望
遠
易
傷
心
、

山
重
水
複
人
相
隔
゜

断
雲
孤
影
飛
無
迩
゜

ゆ

う

ぺ

か

り

タ
の
雁
は

む

し

む

せ

び

恭
の
歌
卿
も
あ
わ
れ
な
り

た
＜

こ
の
う
れ
い
寄
す
に
よ
し
な
く

す

だ

れ

た

そ

が

れ

あ

め

綺
ご
し
黄
昏
に
雨
き
か
ば

さ

む

せ

ま

き

た

寒
さ
の
ひ
し
と
迫
り
束
り
ぬ

に
て

さ

た

の

か

な

た

に

去

り

ぬ

か
な

犀
胃
ぼ
れ
ば
悲
し

や
ま
か
わ

山
河
を
へ
だ
て
し
わ
れ
は

き

ぎ

ゆ

う

べ

こ
め
し
木
々
の
夕
に

ひ
と

の
か
げ
―
っ

踏
菩
行
忘
れ
ら
れ
た
上
方
の
旗
詞
作
家
に
つ
い
て
日

ニ
八



こ
の
詞
の
謁
に
は
、

54
字
58
字
（
前
後
片
、
何
れ
も
九
句
で
、
七
仄
韻
一
腔
韻
と
三
仄
韻
四
平
韻
一
筏
韻
と
の
二
閤
が
あ
る
。
）

60
字
（
前
後
片
、

何
れ
も
十
句
で
、
七
仄
喜
団
瑾
叫
と
三
仄
隕
四
平
韻
雨
娩
韻
と
の
二
盟
が
あ
る
。
）
の
三
骰
が
あ
る
。
こ
の
詞
は
、
各
片
三
・
・
七
・
三
・
三
・

忘
れ
ら
れ
た
上
方
の
項
詞
作
家
に
つ
い
て
日

い
か
か
す
べ
き
や

相
思
夕
。

て

ひ
と
り
か
な
し
む

や
る
せ
な
き
こ
の

か
令

ほ

添
心
情
。

満
城
風
雨
知
多
少
。

ふ
け
ゆ
き

長
ト
リ
ご
ぃ
ト
リ
ー
，
9
9

レ

ヵ~i



白
雲
紅
樹
秋
方
好
、

憐
殺
渡
頭
楊
柳
゜

情
誼
厚
゜

客
蹄
来
故
郷
村
巷
゜

水
容
山
態
依
蒋
゜

摸
魚
兒

四
•
四
・
三
(
-
.
-
．
-
）
字
か
ら
な
る
、
七
仄
韻
三
娩
韻
の
詞
で
あ
る
。

前
片
第
一
、
第
二
、
第
三
句
で
は
、
上
啓
の
韻
を
踏
み
、
第
四
、
第
五
句
で
は
、
入
葬
の
韻
に
換
え
、
第
六
句
は
失
聟
で
、
第
七
句
は
入
整
の
韻
、

末
句
の
娩
韻
句
は
、
同
じ
く
入
磐
の
昼
韻
で
あ
る
。
後
片
の
場
合
も
前
片
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
前
後
の
啓
律
は
略
同
じ
で
、
こ
の
事
は
ま
た
、

こ
の
詞
の
築
曲
が
軍
に
前
片
或
は
後
片
だ
け
の
、
す
な
わ
ち
、
小
令
に
叶
う
も
の
で
あ
っ
た
事
を
賠
示
し
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
築
曲
が

短
章
に
過
ぎ
た
為
め
に
、
詠
歌
及
び
舞
踊
の
必
要
性
に
従
い
、
繰
り
返
し
反
覆
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
結
果
、
こ
の
よ
う
な
同
律
の
聟
譜
を
緻

ぎ
合
わ
す
事
に
な
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
前
片
に
し
て
も
、
後
片
に
し
て
も
、
そ
の
第
四
旬
が
換
頭
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
前
片
或
は

後
片
の
詞
が
勘
く
と
も
二
回
は
繰
り
返
し
詠
わ
れ
、
築
章
も
再
度
の
繰
り
返
し
で
は
、
第
四
句
の
換
頭
か
ら
奏
さ
れ
た
事
を
端
的
に
示
す
も
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
手
法
は
蘭
陵
王
と
か
春
鶯
囃
颯
踏
等
の
長
調
の
築
章
に
展
々
見
ら
れ
る
。
各
片
の
末
の
三
畳
韻
は
、
滴
(
t
i
)

滴
(
t
i
)

滴

(
t
i
)

と
か
惜
(
h
s
i
)

惜
(
h
s
i
)

惜
(
h
s
i
)

等
と
言
っ
て
、
極
め
て
リ
ズ
ム
張
＜
罪
撥
的
に
詠
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
等
は
打
築
的
な
リ
ズ
ム
で

あ
る
。こ
の
詞
は
、
秋
も
次
第
に
蘭
け
て
来
た
あ
る
一
夜
、
陰
雨
を
聞
く
小
房
の
片
隅
で
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
が
、
そ
の
前
片
の
描
富
は
、
三
つ
の

脱
韻
と
言
い
、
院
分
と
認
や
か
な
表
現
で
、
後
片
も
ま
た
、
そ
の
寂
愁
の
感
箭
が
餘
す
所
な
く
他
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
調
に
瑣
詞
す
る
の
は
、

従
来
か
ら
難
澁
と
さ
れ
、
萬
紅
友
も
「
如
此
詞
粕
麗
、
非
俗
手
所
能
、
後
人
欲
瑣
此
調
、
務
須
初
其
竪
響
。
」
と
言
っ
て
い
る
程
で
あ
る
。
作
者

は
平
凡
な
着
想
な
が
ら
、
素
直
に
飾
り
氣
な
く
、
平
板
に
詠
ん
で
い
る
が
、
そ
の
詞
的
技
摘
は
、
賀
に
見
事
で
、
用
韻
の
妙
諦
を
得
た
も
の
と
言

っ
て
よ
い
。
な
お
、
こ
の
詞
は
、
掴
芳
詞
、
摘
紅
英
、
折
紅
英
、
消
商
怨
、
惜
分
欽
、
玉
瀧
聰
と
も
言
わ
れ
、
「
古
今
詞
話
」
及
び
「
齊
東
野
語
」

に
腺
れ
ば
、
舞
曲
の
築
章
の
歌
詞
で
あ
っ
た
と
言
う
の
も
肯
け
ら
れ
る
事
で
あ
る
。

秋
晩
還
郷
、
詰
友
招
遂
敬
飲
、
賦
此
道
謝

か
え

ふ
る
さ
と
に
蹄
り
な
ば

や

ま

か

わ

ひ

山
河
は
あ
り
し
日
の
ご
と
し

し

ら

く

も

あ

さ

は

な

白
雲
の
な
が
る
る
秋
に
花
も
よ
く

し

わ

た

ゃ

な

ぎ

わ
れ
を
知
る
か
渡
し
の
柳

あ
っ

こ
こ
ろ
厚
き
こ
と
よ

忘
れ
ら
れ
た
上
方
の
旗
詞
作
家
に
つ
い
て
日

1
0
 



忘
れ
ら
れ

後
會
甚
時
又
゜

つ
ぃ
て

（一）

ふ
る
さ
ひ

い
つ
の
日
に
ま

便
明
日
分
標
、

な
く

白
頭
詞
客
無
才
思
、

只
得
學
他
消
疫
。

寒
翠
袖
゜

渾
不
管
蹄
犯
逐
逐
投
林
後
。

に
た
え
て
質
し
く

f

△
J
 

孔

力

え

ご
し
香
り
た
だ
よ
う

お

さ

い

わ
れ
の
老
い
て
オ
思
な
く
ば

せ
い
そ
う

い
た
ず
ら
に
消
疫
を
ま
ね
ぬ
る

う
ら
ぶ
れ
て

み

と

り

た
ゞ
見
る
か
え
り
ゆ
く
犯

こ
の
長
詞
の
曲
名
は
、
在
令
欽
の
「
敦
坊
記
」
に
見
え
、
一
名
買
披
塘
、
阪
期
柳
、
萬
阪
拙
、
雙
由
｛
怨
と
、
こ
の
詞
は

106
字

で
、
前
片
六
仄
韻
、
後
片
七
仄
韻
か
ら
な
っ
て
い
る
。
萬
鉦
友
が
「
扱
焦
兒
調
、
長
幽
咽
可
聡
、
然
平
仄
一
胤
、
便
風
味
全
滅
。
」
と
言
っ
て
い

消
艶
凌
霜
耐
久
。

簾
波
微
渫
香
透
゜

階
前
菊
、

゜
の

相
歓
典
我
、

こ
こ
ろ
＜
 

と
も
に
酌
む

最
善
是
年
時
莫
逆
知
心
友
、

い
し
て

ぷと
＼ 

の
よ
ろ
こ
び



R
 

R ①註

出
来
な
い
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

⑤
 

④
 

家
で
あ
っ
た
し
、
彩
筆
を
把
れ
ば
、
嘗
時
の

こ
の
よ
う
に
詞
を
填
ず
れ
ば
稀
有
な
善

が
多
い

で

の
作
品
に

煙
津
が
填
詞
の
構
成
に

等
が
あ
る
。

て
し、

る
よ
う
に
、
仲
々
、
華
麗
婉
約
な
リ
ズ
ム
の
詞
で
あ
っ
て
、
餘
程
、
瑣
詞
の
エ
愁
に
長
け
た
者
で
な
い
阪
り
、
こ
の
調
に
坦
ず
る
事
は
不
可
能
で

あ
ろ
う
。
韻
は
去
磐
を
用
い
て
い
る
が
、
用
韻
の
巧
妙
さ
は
、
到
底
凡
庸
な
作
家
の
能
く
す
る
所
で
は
あ
る
ま
い
。
前
片
は
概
ね
娯
を
寓
し
て
情

炭
を
等
き
出
し
、
後
片
は
以
か
ら
箭
に
及
ぶ
、
そ
の
紹
望
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
は
、
全
く
感
偽
的
と
さ
え
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
但
し
、
全
般
に

表
現
は
平
逍
華
麗
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
を
一
督
し
て
も
、
容
易
に
肯
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
、
こ
れ
ら

の
艶
麗
な
風
趣
は
も
と
よ
り
、
朱
竹
杞
、
劉
改
之
等
の
元
明
の
作
家
の
道
響
が
窺
え
る
の
も
、
煙
津
の
も
つ
詞
的
な
境
界

を
暗
示
す
る
も
の
と
言
っ
て
よ
く
、
描
い
て
い
る
内
容
は
、
概
ね
叙
景
的
で
、
自
然
の
妙
境
に
誘
わ
れ
て
行
く
よ
う
な
風
景
叢
的
な
も
の

う
の
も
、
遣
人
と
し
て
の
嘗
然
の
結
果
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
煙
津
は
簗
刻
家
と
し
て
も
、

で
も
名
の
あ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

愁
人
で
も
あ
っ
た
、

に
こ
う
し
た
特
異
稀
な
風
尚
の
文
人
と
言
う
ら
の
は
、
上
方
は
も
と
よ
り
今
日
の
漢
詩
壇
で
ぱ
到
底
見
出
す
事
が

播
但
線
の
沿
線
に
あ
る
兵
印
店
薗
崎
郡
揺
崎
町
か
ら
は
、
井
上
通
泰
、

松
岡
醇
雄
、
松
岡
映
丘
、
柳
田
國
印
刀
等
の
諮
氏
が
輩
出
し
て
い
る
。

こ
の
地
方
は
姫
路
滞
の
偏
風
を
蒙
け
て
、
朱
子
學
の
最
も
盛
ん
な
地

方
で
あ
る
。

藤
本
ゑ
つ
は
嘉
永
五
年

(
1
8
5
2
)

十
月
五
日
に
生
ま
れ
、
明
治
三
十

年
九
月
四
日
、
享
年
四
十
五
微
で
歿
く
な
っ
た
。

、、

陸
津
と
そ
の
内
室
ゑ
つ
と
の
間
に
は
、
れ
ん
と
言
う
一
人
娘
が
あ

、、

り
、
れ
ん
が
生
ま
れ
た
の
は
、
歴
律
が
二
十
三
歳
、
ゑ
つ
が
二
十
微

（
筆
者
編
「
藤
本
煙
津
詞

、、

の
時
で
あ
る
。
そ
の
れ
ん
に
養
子
を
し
た
の
が
、
同
村
の
林
晋
の
末

子
林
逹
次
で
、
挑
を
天
民
と
言
い
、
焼
津
と
同
じ
く
漢
學
に
造
詣
の

、
、
、

深
い
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
天
民
に
は
て
る
と
言
う
娘
が
あ
っ
た
が

僅
か
五
歳
で
病
歿
し
て
し
ま
い
、
事
宜
上
、
藤
本
家
は
紹
え
た
。

拙
稿
「
近
代
上
方
の
漠
詩
作
家
に
つ
い
て

H
八
磯
野
秋
渚
・
芝
川
紫

草
・
林
田
炭
翁
＞
及
び
そ
の
口
八
高
野
竹
応
・
近
藤
南
州
・
岡
田
松

窓＞
水
原
琴
夜
「
藤
本
煉
律
老
人
の
想
い
出
」

集
」
所
牧
）

忘
れ
ら
れ
た
上
方
の
瑣
詞
作
家
に
つ
い
て
曰




